
赤や黄色に色づいた木の葉が風に舞い散り、季節は

秋から冬へ移り変わろうとしています。幼稚園では来

年の春に向けて年長さんがパンジーの苗を、年中と年

少さんがチューリップの球根を植えました。寒い冬の

間、冷たい風や雪にも耐えながら土の中で芽を出し、

花を咲かせるためのエネルギーを蓄える植物の生命

力には驚かされます。子ども達もいろいろな経験を通

して、どんなことにもくじけず前向きに生きる力を身

につけて欲しいと思っています。 

この時期にいつも思い出す「みんなちがって みんないい」という金子みすずさんの詩の一節があります。

この詩には、一人ひとりにはそれぞれの良さがあり、お互いみんな大切だね…という思いが込められています。

子どもの成長や発達にはそれぞれ個人差があります。つい同年齢のお子さんと比べてしまうことがあるかも

しれませんが、わが子を大切に思うからこそ心配したり、悩んだり…子育ては本当に大変です。楽しいことや

嬉しいことをいっぱい経験しながら、小さな成長を喜び合える心のゆとりも大切にしていきたいものです。 

 

【今月の歌】こんこんクシャンのうた 

①りすさんが マスクした ちいさい ちいさい 

 ちいさい ちいさい マスクした 

コンコンコンコン クシャン 

②つるさんが マスクした ほーそい ほーそい 

 ほーそい ほーそい マスクした 

 コンコンコンコン クシャン 

③ぶうちゃん まるいマスク 

④かばさん おおきいマスク⑤ぞうさん ながーいマスク 

⑥○○ちゃん かわいいマスク 

 

むっくり くまさん 

むっくりくまさん むっくりくまさん あなのなか 

ねむっているよ グーグー ねごとをいって ムニャムニャ 

めをさましたら めをさましたら たべられちゃうよ 

 

【今月の絵本紹介】  おいしいともだち  

作・絵：とよた かずひこ 出版社：童心社 

げんきいっぱいの食べものたち、たくさんめしあがれ！ 

ごはんの時間が楽しくなる食育絵本です。 

「ももんちゃん」「バルボンさん」シリーズでおなじみの 

絵本作家とよたかずひこさんのほのぼのとしたシリーズ 

絵本です。おいもさんがね… おにぎりくんがね… 

たまごさんがね…とそれぞれの食べ物の特徴をユニークに 

とらえながら語りかけるようにお話が進みます。「しんぱい  

ごむよう！」が決め台詞になって最後のページではすぐに 

でも食べたくなってしまいそうです。なっとうさん、とう   

ふさん、すいかくん、りんごくん、いちごさん、ばななく   

ん、とうもろこしくんのお話もあります。 
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ぴこちゃんだより 

2017.11 

わたしと小鳥とすずと  金子 みすず 

 

わたしが両手をひろげても、 

お空はちっともとべないが、 

とべる小鳥はわたしのように、 

地面（じべた）をはやくは走れない。 

 

わたしがからだをゆすっても、 

きれいな音はでないけど、 

あの鳴るすずはわたしのように、 

たくさんなうたは知らないよ。 

 

すずと、小鳥と、それからわたし、 

みんなちがって、みんないい。 

 

学研 健康おたより文例集より 


